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縄
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伊
　
藤
　
淳
　
史

は
　
じ
　
め
　
に

　
物
質
的
資
料
を
研
究
材
料
と
す
る
考
古
学
は
、
遺
物
の
移
動
を
把
握
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
の
人
や
情
報
の
移
動
を
探
る
お
も
な
手
が
か
り
と
し

て
い
る
。
な
か
で
も
容
器
と
し
て
の
土
器
は
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
量
的

に
豊
富
な
生
産
物
で
あ
る
う
え
に
、
腐
朽
す
る
こ
と
な
く
ほ
ぼ
遺
存
す
る
こ

と
か
ら
、
．
過
去
の
社
会
の
基
層
的
部
分
の
移
動
と
交
流
の
様
相
を
検
討
す
る

う
え
で
、
好
適
な
資
料
と
言
え
る
。
こ
こ
で
は
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所

蔵
の
唐
古
遺
跡
出
土
土
器
に
含
ま
れ
て
い
た
、
他
地
域
か
ら
搬
入
さ
れ
た
可

能
性
の
高
い
土
器
二
点
を
紹
介
す
る
。
さ
さ
や
か
な
資
料
だ
が
、
弥
生
時
代

に
お
け
る
地
域
問
交
流
、
な
か
で
も
東
洒
弥
生
社
会
間
の
移
動
と
交
渉
の
一

端
に
つ
い
て
、
検
討
材
料
を
提
出
で
き
れ
ば
、
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
経
緯
と
経
過

　
唐
古
遺
跡
は
、
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
に
所
在
し
、
奈
良
盆
地
申
央
を

北
流
す
る
初
瀬
川
が
形
成
し
た
沖
積
低
地
に
立
地
す
る
（
図
1
）
。
昭
和
～

二
（
一
九
三
七
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
考
古
学
教
室
と
奈
良
県
が
お
こ
な
っ

た
唐
古
池
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
弥
生
時
代
全
時
期
に
わ
た
る
多
数
の
竪

穴
と
多
様
な
遺
物
が
出
土
し
た
。
な
か
で
も
多
数
の
木
製
農
耕
具
や
炭
化
米

の
存
在
は
、
稲
作
農
耕
社
会
と
し
て
の
弥
生
時
代
像
を
確
か
な
も
の
と
し
て

証
明
し
た
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
発
掘
報
告
書
は
昭
和
一
八
（
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

四
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
（
以
下
、
同
書
を
唖
唐
古
』
と
表
記
す
る
）
、
そ
こ

で
採
用
さ
れ
た
出
土
土
器
に
も
と
つ
く
第
一
様
式
～
第
五
様
式
の
区
分
と
変

遷
観
は
、
近
畿
地
方
弥
生
土
器
の
編
年
序
列
の
基
本
と
し
て
現
在
に
至
る
と

と
も
に
、
列
島
弥
生
時
代
の
時
期
区
分
の
枠
組
み
と
も
な
っ
て
い
る
。
す
な
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わ
ち
、
唐
古
遺
跡
の
調
査
と
報
告
は
、
現
在
の
弥
生
時
代
研
究
の
基
礎
を
据

え
た
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
遺
跡
は
戦
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、

南
方
の
離
塁
周
辺
も
含
ん
だ
大
規
模
集
落
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、

現
在
は
「
唐
綿
・
鍵
遺
跡
」
と
呼
称
さ
れ
、
中
心
部
分
は
国
指
定
史
跡
と
な

　
　
　
②

っ
て
い
る
。

　
そ
の
『
唐
古
』
に
は
、
縄
文
を
施
し
た
土
器
片
二
点
の
存
在
が
報
告
さ
れ
、

「
縄
文
式
土
器
と
の
交
渉
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
書
一
四
二
頁
）

な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
挙
げ
た
、
明
ら
か
な
搬
入
土
器
二
点
の

（縮尺1／300万）

難藍碧囎燕wnl　．。、n

図1　関連遣跡職

こ
と
で
あ
る
。
近
畿
地
方
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
縄
文
時
代
後
期
末
以
降
、

土
器
文
様
と
し
て
縄
文
は
完
全
に
失
わ
れ
て
い
る
。
出
土
状
況
の
呈
示
が
無

い
た
め
に
異
な
る
時
代
の
も
の
の
混
入
品
で
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
、

と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
る
余
地
は
あ
る
も
の
の
、
弥
生
時
代
に
お
い
て
も
縄

文
施
文
技
術
を
保
持
し
て
い
た
文
化
圏
と
の
交
渉
に
注
意
を
促
し
た
点
、
評

価
さ
れ
る
記
述
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
報
告
で
の
呈
示
は

資
料
の
一
部
分
の
写
真
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
さ
や
形
状
、

観
察
で
き
る
調
整
技
法
や
質
感
と
い
っ
た
基
本
的
な
情
報
を
一
切
欠
い
て
い

た
。
当
初
よ
り
外
来
の
土
器
と
し
て
注
意
さ
れ
な
が
ら
、
戦
後
も
「
尾
張
以

東
の
弥
生
人
と
の
交
渉
を
示
す
資
椥
」
な
ど
と
漠
然
と
旧
離
識
さ
れ
る
程
度
に

と
ど
ま
り
、
学
術
的
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
ろ
う
。

　
筆
者
は
、
か
つ
て
、
弥
生
時
代
の
地
域
間
交
流
の
証
左
と
し
て
の
土
器
の

移
動
状
況
に
関
心
を
寄
せ
、
近
畿
地
方
以
東
よ
り
搬
入
さ
れ
て
い
る
弥
生
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

代
前
～
中
期
の
土
器
に
つ
い
て
集
成
を
試
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、

唐
古
遺
跡
の
当
該
資
料
（
資
料
1
・
2
）
も
子
細
に
観
察
し
、
実
測
図
と
し

て
資
料
化
す
る
機
会
を
得
た
。
本
稿
で
そ
れ
を
提
出
し
、
今
後
の
考
古
資
料

と
し
て
の
活
用
の
一
助
と
す
る
と
と
も
に
、
資
料
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も

手
短
な
が
ら
愚
考
を
書
き
留
め
る
こ
と
で
、
諸
賢
の
批
判
を
仰
ぐ
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
研
究
者
名
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
寛
恕
い
た
だ

き
た
い
。
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①
末
永
雅
雄
・
小
林
行
雄
・
藤
岡
謙
二
郎
『
大
和
黙
黙
弥
生
式
遺
跡
の
研
究
』

　
（
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
十
六
冊
）
、
一
九
四
三
年
。

②
　
戦
後
の
調
査
も
含
め
た
学
史
的
な
整
理
は
、
以
下
に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い

　
る
。

　
　
豆
谷
和
之
「
調
査
研
究
の
あ
ゆ
み
」
鯛
唐
古
・
鍵
遺
跡
I
l
範
囲
確
認
調
査

　
1
…
遺
構
：
王
要
遺
物
編
』
田
原
本
町
教
育
委
員
会
編
（
田
原
本
町
文
化
財
調
査

　
報
告
書
第
5
集
）
、
二
〇
〇
九
年
。

③
石
野
博
信
「
大
和
唐
古
・
鍵
遺
跡
と
そ
の
周
辺
」
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』

　
四
、
～
九
七
九
年
、
二
五
頁
。

④
伊
藤
淳
史
「
弥
生
時
代
に
お
け
る
地
方
間
交
流
i
伊
勢
湾
地
方
弥
生
土
器
の

　
型
式
変
化
と
移
動
1
一
」
『
史
林
』
七
七
巻
四
号
、
一
九
九
四
年
。

三
　
資
料
の
詳
細
と
評
価

（～

j
　
資
料
1
の
詳
細
（
図
2
）

　
『
野
里
馳
図
版
第
四
三
1
3
に
掲
載
の
資
料
。
7
セ
ン
チ
四
方
程
度
の
破

片
で
、
壼
の
胴
部
上
半
、
お
お
む
ね
頸
部
と
し
て
直
線
的
に
立
ち
上
が
り
か

け
る
部
位
か
ら
下
の
破
片
で
あ
る
。
最
も
遺
存
し
て
い
る
部
位
で
も
径
全
体

の
四
分
の
一
程
度
し
か
な
い
た
め
、
実
測
図
は
、
破
片
の
湾
曲
度
か
ら
径
と

傾
き
を
少
々
強
引
に
復
元
し
た
。
そ
の
た
め
厳
密
な
も
の
と
は
言
え
な
い
け

れ
ど
も
、
頸
部
径
は
4
セ
ン
チ
、
残
存
範
囲
で
の
胴
部
径
は
1
5
セ
ン
チ
程
度

を
は
か
る
。
器
形
と
し
て
は
、
尾
張
地
域
の
弥
生
時
代
中
期
中
葉
で
「
貝
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

町
式
」
と
呼
ば
れ
る
土
器
群
に
特
徴
的
な
細
頸
壺
に
相
当
す
る
と
い
え
、
類

例
を
も
と
に
全
形
を
想
定
す
る
と
、
器
高
2
0
セ
ン
チ
強
、
最
大
径
1
6
セ
ン
チ

程
度
の
、
わ
ず
か
な
丸
み
を
帯
び
た
や
や
下
ぶ
く
れ
の
胴
部
を
も
つ
も
の
に

な
る
と
み
て
い
る
。

　
外
面
の
文
様
は
、
上
下
を
沈
線
に
よ
り
区
画
し
た
縄
文
帯
で
あ
る
。
2
帯

が
確
認
で
き
、
さ
ら
に
最
上
部
の
沈
線
の
上
側
に
も
か
す
か
に
縄
文
が
認
め

ら
れ
る
の
で
、
頸
部
側
に
も
施
文
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
通
線

区
画
の
縄
文
帯
間
は
横
位
に
丁
寧
な
研
磨
を
加
え
た
「
二
巴
縄
文
」
で
あ
る
。

ま
た
縄
文
帯
上
に
は
、
や
や
太
め
の
縦
位
沈
線
四
本
に
よ
る
区
画
が
施
さ
れ

て
い
る
が
、
確
認
で
き
る
の
は
一
カ
所
の
み
で
あ
っ
て
、
各
回
に
あ
っ
た
も

の
か
、
ま
た
全
周
を
何
分
割
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
施
文
順

序
を
整
理
す
る
と
、
縄
文
帯
施
文
↓
上
下
を
沈
線
区
画
↓
縦
位
区
画
線
付
加

↓
文
様
帯
間
研
磨
、
と
い
う
工
程
に
な
る
。
縄
文
は
、
節
が
非
常
に
細
か
な

L
R
。
そ
れ
以
上
の
原
体
復
元
は
筆
者
に
は
難
し
い
が
、
節
の
深
浅
の
状
況

か
ら
み
て
、
2
セ
ン
チ
強
の
原
体
一
条
を
、
二
本
の
指
を
用
い
て
器
面
上
を

転
が
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
な
お
、
以
上
の
ほ
か
、
縄
文

二
上
に
は
非
常
に
細
い
ひ
っ
か
き
潮
型
の
縦
位
弧
線
三
条
が
、
ニ
カ
所
に
み

ら
れ
る
。
製
作
の
最
終
局
面
で
加
わ
っ
た
小
形
獣
の
爪
痕
な
ど
、
意
図
せ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
痕
跡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
内
面
は
、
頸
部
側
に
縦
位
の
鐵
と
細
か
な
凹
凸
が
著
し
く
認
め
ら
れ
、
そ
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れ
以
外
の
範
囲
も
緩
や
か
な
凹
凸
が
、
水
平
に
連
続
し
て
い
る
。
前
者
は
、

頸
部
の
絞
り
込
み
に
と
も
な
う
曲
げ
綴
に
類
す
る
も
の
と
解
釈
で
き
、
後
者

は
、
製
作
時
の
粘
土
紐
積
み
上
げ
に
際
し
て
指
頭
で
押
さ
え
た
な
ご
り
で
あ

ろ
う
。
表
面
は
丁
寧
に
撫
で
ら
れ
て
お
り
、
刷
毛
や
削
り
と
い
っ
た
工
具
に

よ
る
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
色
調
は
、
外
面
が
、
暗
赤
褐
色
か
ら
黒
褐
色
へ
と
漸
移
的
に
移
行
す
る
よ

う
な
部
位
に
相
当
し
て
お
り
、
総
じ
て
箆
に
よ
る
磨
研
が
映
え
て
い
る
。

『
新
版
標
準
土
色
帖
二
〇
〇
七
年
版
』
に
従
う
と
、
に
ぶ
い
赤
褐
（
器
Y
R

4
／
4
）
か
ら
赤
黒
（
舗
Y
R
2
／
1
）
に
あ
た
る
。
内
面
は
全
体
が
灰
褐

色
で
、
灰
褐
（
5
Y
R
6
／
2
）
。
胎
土
は
非
常
に
精
良
で
、
ご
く
微
量
の

赤
色
班
粒
を
認
め
る
以
外
は
、
砂
粒
を
含
ん
で
い
な
い
。
焼
成
も
弥
生
土
器

と
し
て
は
非
常
に
堅
緻
な
部
類
と
い
え
る
。

（
二
）
資
料
1
の
位
置
づ
け

　
こ
の
資
料
の
内
面
に
は
、
細
筆
に
よ
り
「
3
2
1
」
と
墨
書
き
さ
れ
た

マ
ー
キ
ン
グ
が
あ
る
。
遺
物
整
理
時
の
記
号
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら

調
べ
き
れ
て
お
ら
ず
、
意
味
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
資
料
が
示
さ
れ
た
図
版

第
四
三
は
、
「
第
二
様
式
壺
形
土
器
頸
腹
部
文
様
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付

け
ら
れ
、
文
様
部
分
の
実
大
写
真
が
九
例
（
1
　
突
玉
文
、
2
　
箆
描
文
、

3
　
縄
文
、
4
～
9
　
各
種
塩
瀬
文
様
）
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
第
二
様
式
の
土
器
に
共
擦
し
た
」
と
誤
解
を
招
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
出

土
遺
構
や
状
況
に
つ
い
て
報
告
に
記
載
は
無
い
。
た
だ
し
、
「
第
二
様
式
土

器
に
一
例
を
検
出
し
た
磨
消
縄
文
帯
を
有
す
る
土
器
等
（
図
版
第
四
三
3
・

8
・
9
）
も
ま
た
、
文
様
帯
中
に
箆
描
の
縦
線
を
配
す
る
と
い
ふ
細
部
に
至

る
ま
で
、
同
じ
く
伊
勢
湾
地
方
の
併
行
様
式
中
に
盛
行
す
る
手
法
と
一
致
す

る
も
の
で
あ
る
」
（
『
唐
古
㎏
一
四
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
報
告
者
（
小
林

行
雄
）
が
、
本
例
が
第
二
様
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
偶
勢
湾
地
方
か
ら
の
搬

入
品
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
小
林
は
、
唐
古
遺
跡
の
調
査
以
前
よ
り
、
伊
勢
湾
地
方
弥
生
土
器
の
示
す

東
西
日
本
の
交
流
様
相
に
強
く
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
名
古
屋
市
西
志
賀
貝

塚
な
ど
の
資
料
調
査
に
自
ら
あ
た
る
と
と
も
に
、
東
京
考
古
学
会
員
と
し
て

吉
田
富
夫
ら
地
元
の
研
究
者
と
も
親
し
く
交
流
し
て
い
た
。
東
京
考
古
学
会

の
雑
誌
『
考
雷
学
』
が
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
発
行
し
た
酉
志
賀
貝
塚

の
特
集
号
に
お
い
て
は
、
本
例
と
同
種
の
縄
文
あ
る
弥
生
土
器
が
報
告
さ
れ

　
　
④

て
い
る
。
こ
う
し
た
知
見
が
唐
古
遺
跡
の
報
告
に
あ
た
っ
て
も
存
分
に
発
揮

さ
れ
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
当
時
の
小
林
は
、
『
考
古
学
』
で
の
論
考
の
記

載
を
み
る
限
り
、
縄
文
よ
り
文
様
磨
消
技
法
や
縦
位
区
画
線
の
存
在
に
注
目

し
、
そ
こ
に
伊
勢
湾
地
方
と
の
関
連
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
が
上
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
た
図
版
第
四
三
に
つ
い
て
の
説
明
に
つ
な
が
っ
た
と
わ
か
る
。
唐
古
の
第

二
様
式
壼
形
土
器
に
は
、
櫛
描
文
円
球
を
研
磨
す
る
手
法
と
と
も
に
、
弧
線
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図3　尾張・伊勢・伊賀地域の細頸壺類例（縮尺1／6）

で
縦
位
に
画
す
る
流
水
文
が
顕

著
に
認
め
ら
れ
る
。
伊
勢
湾
地

方
の
土
器
編
年
が
こ
の
段
階
で

ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
背
景
は
あ
る
に
せ
よ
、

，
こ
う
し
た
類
似
が
、
一
例
を
第

　
二
様
式
に
位
置
づ
け
大
き
な
理

由
で
あ
っ
た
と
み
た
い
。

　
そ
れ
で
は
、
現
在
の
知
見
に

　
照
ら
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
さ

き
に
、
器
形
と
し
て
尾
張
地
域

　
の
「
貝
田
町
式
」
細
頸
壼
に
相

当
す
る
も
の
と
認
定
し
た
。
貝

　
田
町
式
は
、
尾
張
地
域
で
も
つ

　
ば
ら
用
い
ら
れ
る
土
器
型
式
名

　
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
細
頸
壼

　
そ
の
も
の
は
、
伊
勢
湾
西
岸
域

　
に
ひ
ろ
く
分
布
が
認
め
ら
れ
る

　
も
の
で
あ
る
（
図
3
）
。
そ
し
て
、

　
櫛
描
文
帯
や
縄
文
帯
、
あ
る
い
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は
刷
毛
目
調
整
痕
な
ど
の
上
下
を
画
線
で
画
し
て
そ
の
間
を
丁
寧
に
研
磨
す

る
文
様
施
文
を
特
徴
と
す
る
。
成
立
直
後
の
貝
田
町
鳶
細
頸
壼
は
直
線
的
な

胴
部
形
態
を
呈
し
て
お
り
、
時
期
が
下
る
と
と
も
に
丸
み
を
帯
び
て
く
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
下
文
や
研
磨
な
ど
は
総
じ
て
省
略
化
の
流
れ

　
　
⑥

が
あ
る
。
本
例
の
場
合
、
胴
部
に
若
干
の
膨
ら
み
を
認
め
る
点
か
ら
み
て
、

成
立
直
後
よ
り
は
や
や
下
る
段
階
と
み
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
丁
寧
な
研
磨

の
状
況
か
ら
、
二
分
し
た
場
合
の
後
半
期
ま
で
は
下
ら
な
い
。
前
半
期
の
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

相
、
近
年
の
区
分
で
は
「
貝
田
島
式
止
期
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
た
い
。

　
そ
こ
で
、
貝
田
町
式
の
近
畿
地
方
と
の
時
間
的
併
行
関
係
が
問
題
と
な
る
。

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
唐
古
の
第
三
様
式
、
現
在
の
近
畿
弥
生
土
器
編
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

表
詑
法
に
し
た
が
う
と
、
無
期
に
併
行
す
る
時
期
と
な
る
。
戦
後
の
調
査
の

進
展
と
資
料
の
蓄
積
に
よ
り
、
貝
田
町
式
以
前
の
尾
張
地
域
に
は
、
弥
生
前

期
に
続
い
て
伊
勢
湾
的
な
櫛
描
画
土
器
の
成
立
と
し
て
「
朝
日
式
」
と
呼
ば

れ
る
土
器
型
式
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
お
お
む
ね
近
畿
且
期
に
併
行
し
て
位

心
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
林
が
想
定
し
た
よ
う
な
、
研
磨
や
縦
位

区
画
を
も
っ
て
の
同
時
性
は
採
用
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
受
け
口
状

口
縁
の
細
頸
壺
と
い
う
特
異
な
器
形
、
面
懸
雪
線
区
画
や
縄
文
の
使
用
を
特

徴
と
す
る
貝
田
町
鳶
は
、
む
し
ろ
近
畿
の
面
罵
文
土
器
か
ら
大
き
く
逸
脱
し

た
土
器
群
と
欝
い
う
る
。
い
さ
さ
か
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
と
、
櫛
石
文

土
器
の
成
立
と
し
て
、
少
な
か
ら
ず
近
畿
地
方
と
の
影
響
関
係
が
考
慮
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
近
畿
H
期
併
行
期
で
は
な
く
、
近
畿
弥
生
社
会
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
盛

ん
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
皿
期
に
、
挟
を
分
か
つ
か
の
よ
う
に
東
日

本
弥
生
社
会
の
西
端
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
土
器
の
成
立
を
想
定
し
た
方
が
、

状
況
的
に
も
理
解
し
や
す
い
。
も
ち
ろ
ん
、
後
に
も
触
れ
る
が
、
近
畿
地
方

に
搬
入
が
確
認
さ
れ
る
貝
田
論
式
や
そ
れ
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
土
器
で
、

確
実
に
最
期
以
前
の
資
料
と
共
存
し
た
も
の
は
無
い
こ
と
も
、
十
分
な
傍
証

と
な
る
。
前
例
は
貝
田
町
式
で
も
前
半
期
と
い
う
評
価
な
の
で
、
近
畿
地
方

で
は
皿
期
古
段
階
、
近
年
大
和
地
域
の
資
料
を
も
と
に
提
出
さ
れ
て
い
る
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

年
区
分
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
大
和
瀬
皿
1
1
～
皿
1
2
様
式
あ
た
り
、

と
な
ろ
う
。

　
搬
入
土
器
と
し
て
、
そ
の
故
地
、
す
な
わ
ち
製
作
地
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。

最
も
広
く
と
る
と
、
こ
の
種
の
細
頸
壺
の
主
体
的
分
布
範
囲
、
旧
国
名
で
い

う
と
尾
張
・
伊
勢
・
伊
賀
、
と
い
っ
た
空
間
に
な
る
。
た
だ
、
統
計
的
な
結

果
を
ふ
ま
え
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
縄
文
施
文
と
い
う
属
性
に
つ
い
て
は
、

伊
勢
・
塩
煎
地
域
周
辺
に
や
や
出
現
頻
度
が
高
い
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
う
ち
、
近
畿
地
方
と
の
狭
問
に
あ
る
内
陸
山
間
地
の

中
期
弥
生
土
器
に
つ
い
て
、
「
鈴
鹿
・
信
楽
山
地
周
辺
の
土
器
」
と
呼
び
、

波
状
や
山
形
の
口
縁
部
、
粗
い
刷
毛
調
整
や
行
文
と
い
っ
た
属
性
で
特
徴
付

　
　
　
　
　
　
⑪

け
る
理
解
が
あ
る
。
箆
描
や
縄
文
の
多
用
と
い
う
特
徴
も
、
こ
う
し
た
土
器

群
に
比
較
的
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
近
年
の
報
告
で
は
、
縄
文
施
文
と
い
う
特
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徴
の
み
で
も
「
鈴
鹿
・
信
楽
由
地
周
辺
」
由
来
と
く
く
ら
れ
る
傾
向
が
生
じ

　
　
⑫

て
い
る
。
誤
り
で
は
な
い
け
れ
ど
も
限
定
も
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
本
当

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
例
の
場
合
、
胴
部
の
み
で
口
縁
部
を
欠
く
こ
と
か
ら
、

そ
れ
と
決
定
づ
け
る
根
拠
が
得
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
尾
張
低
地
部
の
巨
大
集

落
で
あ
る
朝
日
遺
跡
出
土
の
細
頸
壺
内
面
は
、
顕
著
に
爪
先
圧
痕
を
残
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
が
特
微
と
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
本
例
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
朝
日
遺

跡
産
の
可
能
性
は
薄
い
と
は
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
消
去
法
で
残
さ
れ
る

地
域
を
最
も
可
能
性
高
い
場
所
と
す
る
な
ら
ば
、
伊
勢
湾
西
岸
域
か
、
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
さ
ら
に
絞
り
込
も
う
と
す
る
と
、
非
常
に
精
良
な
嘉

納
と
堅
緻
な
焼
成
、
色
調
の
特
徴
な
ど
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
実
見
し
て
き

た
伊
勢
地
方
内
陸
部
の
弥
生
土
器
と
は
趣
を
違
え
て
お
り
、
低
地
部
・
平
野

部
の
産
品
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
の
感
触
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
乏

し
い
経
験
に
も
と
づ
い
た
主
観
に
と
ど
ま
る
。
今
後
胎
土
の
理
化
学
的
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
ふ
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
判
断
を
下
す
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
　
資
料
2
の
詳
細
（
図
4
）

　
田
端
古
型
図
版
五
三
l
l
掲
載
の
資
料
。
6
セ
ン
チ
四
方
程
度
の
破
片
で
、

ゆ
る
や
か
に
「
く
」
字
状
に
外
反
す
る
口
縁
部
で
あ
る
。
径
を
復
光
で
き
る

ほ
ど
遺
存
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
や
や
胴
の
張
る
大
き
な
鉢
形
の
器
形
に

な
る
か
と
想
定
さ
れ
る
。
口
留
端
部
は
幅
8
ミ
リ
ほ
ど
で
弱
い
面
を
も
ち
、

下
方
に
わ
ず
か
に
肥
厚
す
る
。
面
の
中
央
付
近
が
沈
線
状
に
浅
く
凹
ん
で
お

り
、
そ
の
上
か
ら
縄
文
儲
蓄
（
R
L
）
さ
れ
て
い
る
。
外
面
の
幽
門
部
下
に
、

2
セ
ン
チ
×
3
セ
ン
チ
程
度
の
楕
円
形
の
表
面
剥
離
痕
が
あ
り
、
そ
の
周
縁

部
は
わ
ず
か
に
粘
土
の
盛
り
上
が
り
も
残
る
こ
と
か
ら
、
貼
付
さ
れ
た
把
手

や
突
起
に
類
す
る
も
の
が
剥
離
し
た
痕
跡
と
み
な
さ
れ
る
。
調
整
は
、
外
面

が
横
位
を
中
心
と
し
た
箆
磨
き
で
、
内
面
も
、
口
縁
部
付
近
は
横
位
の
磨
き
、

そ
れ
以
下
は
、
粗
く
横
位
に
撫
で
て
平
滑
に
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
外
面
の

剥
離
部
分
に
は
細
か
な
謝
状
の
撫
で
痕
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
貼
付
前
に
さ

れ
て
い
た
調
整
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
色
調
は
、
内
外
と
も
暗
い
灰
色
を
基
調
と
し
て
お
り
、
外
面
は
褐
灰
（
1
0

Y
R
4
／
1
）
、
内
面
は
さ
ら
に
暗
く
黒
褐
（
1
0
Y
R
3
／
1
）
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
表
面
の
み
で
、
断
面
を
見
る
と
明
黄
褐
（
1
0
Y
R
7
／
6
）
を
呈
し
て

い
る
。
焼
成
は
堅
緻
で
、
胎
土
中
に
は
ー
ミ
リ
大
程
度
ま
で
の
石
英
砂
粒
若

干
と
、
き
わ
め
て
微
細
な
雲
母
片
を
全
体
に
認
め
る
。

（
四
）
資
料
2
の
位
置
づ
け

　
こ
の
資
料
の
内
面
に
は
、
「
1
3
」
の
朱
書
が
あ
る
。
仮
に
こ
れ
が
出
土

遺
構
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
1
3
号
竪
穴
は
弥
生
前
期
の
竪
穴
と
し
て
報
告
さ
れ
、

そ
の
時
期
の
遺
物
し
か
出
土
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
本
例
も
確
実
に
前

期
の
遺
物
と
認
定
で
き
る
。
し
か
し
、
『
無
徳
幅
に
お
い
て
は
「
な
ほ
出
土
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！

　
　
　
　
　
蚕
鰭
譲
鑓

o 10cm

図4　資料2実測図・拓影・写真（縮尺1／2）

地
鮎
は
不
明
で
あ
る
が
、
瘤
状
把
手

を
有
す
る
鉢
形
土
器
の
口
縁
端
部
に

縄
文
を
印
し
た
一
破
片
を
獲
見
し
て

み
る
」
（
五
六
頁
）
と
報
告
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
唐
古
遺
跡
遺
物
の
朱
書

で
出
土
遺
構
を
示
し
た
も
の
の
多
く

は
丸
囲
み
数
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
遺
構
や
出
土

状
況
は
不
明
と
判
断
し
た
方
が
良
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
第
一
様
式
の
土
器

と
共
伴
し
た
」
と
い
う
紹
介
は
誤
り

　
　
⑮

で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
例
は
、
第
一

様
式
の
鉢
形
土
器
と
し
て
、
頸
部
に

瘤
状
把
手
を
付
し
て
い
る
他
の
類
例

（『

l
ﾃ
』
五
五
頁
第
四
十
六
図
）

と
と
も
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、
弥
生
前
期
の
遠
賀
川
式
土

器
に
は
大
型
の
鉢
形
土
器
が
組
成
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
に
は
瘤
状
の
把

手
を
付
し
た
も
の
も
珍
し
く
は
な
い
。
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本
例
を
第
一
様
式
に
位
置
づ
け
た
の
は
妥
当
な
評
価
で
あ
り
、
現
在
の
知
見

に
照
ら
し
て
も
大
き
な
誤
り
と
は
買
え
な
い
。
敢
え
て
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、

本
例
の
よ
う
に
口
縁
部
に
拡
張
気
味
の
弼
を
も
た
せ
て
施
文
す
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
遠
賀
川
式
土
器
の
壺
や
鉢
で
は
新
し
い
段
階
の
傾
向
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
前
期
す
な
わ
ち
近
畿
工
期
で
も
後
半
期
以
降
の
所
産
か
と
み
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
続
く
■
期
前
葉
ご
ろ
ま
で
こ
の
種
の
大
型
鉢
は
残
存

し
て
い
る
の
で
、
時
間
幅
を
そ
こ
ま
で
見
積
も
っ
て
も
よ
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
さ
き
に
紹
介
し
た
資
料
1
と
異
な
り
、
本
塗
は
近
畿
地
方
外
で

も
類
例
が
知
ら
れ
な
い
土
器
で
あ
る
。
口
縁
部
端
面
の
縄
文
施
文
を
除
け
ば
、

お
そ
ら
く
あ
り
き
た
り
な
弓
形
土
器
と
し
て
、
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
表
面
の
色
調
が
や
や
暗
め
で
、
そ
の
点
は
他
の
第
一
様
式
資
料
と

若
干
異
な
る
け
れ
ど
も
、
積
極
的
に
外
来
的
な
要
素
と
言
え
る
ほ
ど
で
も
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
時
期
の
近
畿
地
方
で
は
あ
り
得
な
い
縄
文
施

文
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
可
能
性
と
し
て
は
2
つ
が

考
え
ら
れ
る
。
弥
生
前
期
段
階
で
細
々
な
が
ら
縄
文
一
文
技
法
が
残
存
し
、

な
お
か
つ
還
賀
川
式
土
器
が
主
体
的
に
製
作
さ
れ
て
い
る
空
間
に
お
い
て
こ

の
土
器
が
製
作
さ
れ
、
唐
古
に
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ

う
し
た
空
間
か
ら
三
文
技
術
を
有
し
た
人
が
移
動
し
て
き
て
唐
古
で
製
作
し

た
場
合
、
で
あ
る
。
こ
の
識
別
は
、
土
器
胎
土
の
鑑
定
に
か
か
っ
て
い
る
が
、

筆
者
に
は
そ
の
鑑
識
眼
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
状
で
は
、
双
方
の
技

術
が
融
合
し
得
る
空
間
は
伊
勢
湾
地
方
周
辺
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
今

後
の
類
例
発
見
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
尾
張
地
域
の
土
器
型
式
に
つ
い
て
は
、
前
掲
第
二
置
注
④
文
献
（
伊
藤
一
九
九

　
四
年
）
参
照
。

②
唐
古
・
鍵
遺
跡
第
3
3
次
調
査
S
K
1
2
4
出
土
の
壼
の
器
表
面
に
、
本
管
よ
り

　
や
や
鋭
い
も
の
で
あ
る
が
、
同
種
の
解
釈
が
さ
れ
た
痕
跡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　
田
原
本
町
教
育
委
員
会
編
『
唐
古
・
鍵
遺
跡
第
3
2
・
3
3
次
発
掘
調
査
概
報
㎞

　
（
田
原
本
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
一
～
）
、
一
九
八
九
年
、
第
二
　
図
一
六
。

③
前
掲
第
二
章
注
③
文
献
（
石
野
一
九
七
九
年
）
。

④
藤
沢
一
夫
・
小
林
行
雄
「
尾
張
國
西
志
賀
の
櫛
目
式
土
器
」
東
京
考
古
学
会
編

　
『
考
古
学
㎞
第
五
巻
第
二
号
（
尾
張
西
志
賀
発
見
弥
生
式
土
器
研
究
）
、
一
九
三

　
四
年
。

⑤
ち
な
み
に
、
嘲
唐
古
画
図
版
第
四
三
で
挙
げ
ら
れ
た
縦
位
区
画
線
を
も
つ
残
り

　
の
二
例
（
8
と
9
）
の
う
ち
、
現
在
の
知
見
に
照
ら
す
と
、
8
は
伊
勢
湾
～
近
江

　
地
域
の
土
器
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
9
は
弥
生
中
期
後
半
の
大
和
・
河
内
地
域
に

　
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。

⑥
注
③
文
献
に
同
じ
。

⑦
石
黒
立
人
「
「
貝
田
町
式
土
器
」
生
成
論
」
魍
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
…
研

　
究
紀
要
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
。

　
　
な
お
石
黒
は
、
同
文
献
に
お
い
て
、
貝
田
町
式
の
壺
を
特
徴
づ
け
る
「
付
加
沈

　
線
研
磨
手
法
」
に
つ
い
て
、
お
も
に
尾
張
～
知
多
・
三
河
地
域
に
分
布
す
る
条
痕

　
紋
系
土
器
に
由
来
を
求
め
、
縄
文
に
つ
い
て
は
尾
張
～
北
陸
方
面
ま
で
広
域
分
布

　
を
み
せ
る
大
地
形
土
器
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
。

⑧
唐
言
第
～
～
第
五
様
式
は
、
戦
後
に
第
1
～
第
V
様
式
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
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な
り
、
現
在
で
は
時
期
区
分
を
表
す
も
の
と
し
て
1
期
～
V
期
と
表
記
し
替
え
る

　
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
そ
の
表
記
に
従
う
。

⑨
中
村
友
博
「
土
器
様
式
変
化
の
一
研
究
…
伊
勢
湾
第
－
様
式
か
ら
伊
勢
湾
第

　
■
様
式
へ
…
」
欄
考
古
学
論
考
』
（
小
林
行
雄
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
）
、
一
九

　
入
二
年
。

⑩
大
和
弥
生
文
化
の
会
編
㎎
奈
良
県
の
弥
生
土
器
集
成
本
文
編
』
、
二
〇
〇
三

　
年
。

⑪
石
黒
立
入
「
鈴
鹿
・
信
楽
山
地
周
辺
の
土
器
ー
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
山

　
1
」
『
古
代
文
化
㎞
第
四
四
巻
第
八
号
、
～
九
九
二
年
。

⑫
例
え
ば
、
奈
良
県
橿
原
市
四
分
遺
跡
（
西
方
官
衙
地
区
調
査
（
第
8
0
）
下
層
）

　
で
出
土
し
た
（
本
望
と
類
似
す
る
縄
文
施
文
の
弥
生
土
器
胴
部
片
に
つ
い
て
、

　
「
分
布
の
主
体
は
三
重
県
鈴
鹿
山
地
か
ら
布
引
山
地
に
あ
る
」
と
の
評
価
が
み
ら

　
れ
る
。

　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
二
六
、
一
九

　
九
六
年
、
三
七
頁
甑
瞬
N
卜
。
一
帥
。

⑬
前
掲
注
⑦
文
献
（
石
面
…
二
〇
…
○
年
）
。

⑭
本
例
に
は
、
箆
描
に
よ
る
縦
位
区
画
線
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
も
う
一
つ

　
の
未
解
決
の
問
題
と
言
え
る
。
縄
文
帯
施
文
の
類
例
で
縦
位
区
画
線
を
と
も
な
う

　
も
の
は
多
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
伊
勢
湾
西
岸
産
だ
と
す
れ
ば
、
伊
勢
湾
東
岸
部

　
～
三
河
地
域
と
の
影
響
関
係
で
こ
う
し
た
舞
文
が
採
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
説

　
明
は
可
能
だ
ろ
う
。
伊
勢
湾
西
岸
部
産
の
縄
文
施
文
の
弥
生
土
器
の
存
在
と
特
微

　
に
つ
い
て
は
、
下
記
文
献
に
も
指
摘
が
あ
る
。

　
　
石
黒
立
人
「
朝
日
遺
跡
出
土
土
器
に
つ
い
て
」
（
財
）
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

　
タ
！
『
朝
日
遺
跡
V
（
土
器
編
・
総
論
編
）
』
、
一
九
九
四
年
、
二
四
九
～
二
五
〇

　
頁
。

⑮
前
掲
注
③
文
献
（
石
野
一
九
七
九
年
）
に
同
じ
。

四
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
わ
ず
か
2
点
の
資
料
で
あ
る
が
、
長
々
と
紹
介
と
愚
考
を
連
ね
て

き
た
。
資
料
2
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
の
評
価
は
難
し
い
が
、
資
料
1
に
つ

い
て
は
い
さ
さ
か
補
足
し
て
お
き
た
い
。

　
か
つ
て
筆
者
が
探
索
し
て
以
降
、
こ
の
二
〇
年
近
く
の
期
間
に
お
け
る
近

畿
・
伊
勢
湾
両
地
方
に
お
け
る
資
料
の
蓄
積
は
膨
大
な
も
の
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
後
の
追
跡
を
怠
っ
て
い
る
中
で
、
奈
良
県
内
各
遺
跡
や
戦
後
の
唐
古
・

鍵
遺
跡
調
査
で
出
土
し
た
搬
入
土
器
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
デ
ー
タ
が
公
表

　
　
　
　
①

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
依
れ
ば
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
を
含
め
た
大
和
地
域
で

出
土
し
た
弥
生
中
期
に
お
け
る
東
方
か
ら
の
搬
入
土
器
は
、
伊
勢
湾
地
方
の

貝
田
町
式
関
連
の
も
の
が
多
く
、
そ
れ
も
縄
文
施
文
の
も
の
が
か
な
り
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

率
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
方
で
、
こ
の
貝
田
町
式
の
細
頸
壷
は
、
滋
賀
県
大
津
市
南
志
賀
遺
跡
で

完
形
品
が
方
形
周
溝
墓
に
供
献
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
明
ら
か
な
模
倣
品
が
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

数
認
定
で
き
る
の
を
は
じ
め
、
滋
賀
県
下
で
も
出
土
例
は
多
い
。
つ
ま
り
、

北
側
の
近
江
地
域
に
も
確
実
に
搬
出
さ
れ
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
南
滋
賀
遺
跡
例
も
含
め
て
、
い
ず
れ
も
櫛
描
施

文
帯
を
沈
線
区
画
し
た
文
様
構
成
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
管
見
の
お
よ
ぶ
限

り
で
は
、
縄
文
施
文
に
よ
る
も
の
の
事
例
を
知
ら
な
い
。
お
な
じ
貝
田
町
式
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関
連
の
土
器
の
搬
出
で
あ
り
な
が
ら
、
近
江
と
大
和
で
は
明
ら
か
に
傾
向
を

違
え
て
い
る
か
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
仮
に
、
特
定
の
文
様
が
一
定
の
搬
出
先
と
対
応
す
る
か
の
よ
う
な
こ
う
し

た
傾
向
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
縄
文
施
文
で
あ
る
こ
と
が
な
ん
ら
か
の

意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
、
と
考
え
る
余
地
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
果
た

し
て
そ
れ
は
何
か
。
弥
生
時
代
の
名
阪
国
道
と
も
言
え
る
よ
う
な
ル
ー
ト
の

情
報
伝
達
を
担
っ
て
い
た
集
団
を
、
表
徴
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
は

た
ま
た
、
受
け
手
側
、
す
な
わ
ち
大
和
弥
生
入
の
嗜
好
を
反
映
す
る
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
ほ
ぼ
絶
え
て
し
ま
っ
た
か
に
見
え
る
縄
文
施
文
が
、
命
脈

を
保
っ
て
再
び
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
事
実
そ
の
も
の
も
興
味
深
く
、
弥
生
水

稲
農
耕
社
会
に
お
け
る
「
縄
文
」
と
い
う
と
、
と
か
く
対
立
や
後
進
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
が
ち
と
な
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
は
ま
ず
丹
念
に
事
例

を
蓄
積
し
検
証
し
て
い
く
姿
勢
が
、
や
は
り
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
も
は

や
資
料
紹
介
の
域
を
超
え
た
作
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
怠
惰
な
筆
者
の
今

後
の
宿
題
と
し
て
、
拙
い
紹
介
の
稿
は
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
橋
本
裕
行
「
奈
良
県
以
東
地
域
の
搬
入
土
器
」
大
和
弥
生
文
化
の
会
編
『
奈
良

　
県
の
弥
生
土
器
集
成
　
本
文
編
㎞
二
〇
〇
一
二
年
。

　
　
藤
田
三
郎
「
搬
入
土
器
」
隅
唐
古
・
鍵
遺
跡
王
－
範
囲
確
認
調
査
－
特
殊
遣

　
物
・
考
察
編
1
…
』
田
原
本
町
教
育
委
員
会
編
（
田
原
本
町
文
化
財
調
査
報
告
書

　
第
五
集
）
、
二
〇
〇
九
年
。

②
例
え
ば
、
前
掲
注
①
文
献
（
藤
田
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
出
土

　
の
搬
入
土
器
で
、
伊
勢
湾
岸
や
伊
賀
・
尾
張
地
域
か
ら
と
さ
れ
る
関
連
資
料
は
二

　
九
点
報
告
さ
れ
る
（
遺
物
図
版
7
5
～
7
8
、
P
5
4
8
1
～
5
5
0
1
、
P
5
5
2

　
7
～
P
5
5
3
3
）
。
う
ち
、
縄
文
施
文
の
も
の
は
一
九
点
で
あ
る
。

③
大
津
市
教
育
委
員
会
㎎
大
津
市
南
志
賀
遺
跡
調
査
概
報
』
一
九
五
九
年
。

　
　
同
書
中
に
報
告
の
う
ち
、
図
皿
…
1
6
は
明
ら
か
に
搬
入
品
、
1
7
～
1
9
を
模
倣
晶

　
と
評
価
で
き
る
。

m
挿
図
出
典
〕

図
1
・
2
・
4
筆
者
作
成
・
撮
影
。
た
だ
し
、
図
2
・
4
実
測
図
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ト
レ
ー
ス
は
、
佐
々
木
夏
妃
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
に
よ
る
。

図
3

1
一
（
財
）
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
欄
朝

日
遺
跡
㎞
圃
、
（
本
文
編
）
、
二
〇
〇
九
年
、
ご
先
頁
6
0
5

2
　
三
重
県
教
育
委
員
会
噸
昭
和
5
8
年
度
農
業
基
盤
整
備
事
業
地
域
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
報
告
h
、
　
九
八
四
年
、
第
8
－
7
図
4
6
。

3
　
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
豊
田
遺
跡
（
第
1
・
2
次
）
発
掘
調
査
報

告
』
、
二
〇
〇
八
年
、
第
三
六
図
1
2
3
。

（
付
記
）
　
本
稿
入
稿
後
の
二
〇
一
三
年
一
二
月
に
、
田
原
本
町
職
員
と
し
て
唐
古
・

鍵
遺
跡
の
調
査
慨
究
と
史
跡
整
備
に
尽
力
さ
れ
て
い
た
豆
谷
和
之
氏
の
計
報
に
接
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
化
財
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）
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